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  図表１ 銀行システム  

  メッシュ型ネットワーク    ハブ＆スポーク型ネットワーク   
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＜ネットワークの構成＞ 

情報生産活動 
手形割引・貿易信用等 
顧客との接点 

クレジットカード 
プリペイド 
プーリング・ネッティング 

＜商業銀行業務＞ 
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図表２ 銀行券による決済システム  

＜日本銀行券の流通＞ 

＜日本銀行券の真偽判定＞ 



 図表３ 預金による決済システム 

全国銀行データ通信システム

個人・Ｘ 企業・Ｙ
商品・サービスなど

Ａ銀行

Ｘの預金口座

Ｂ銀行

日本銀行

Ａ銀行の日本銀行
当座預金口座

Ｂ銀行の日本銀行
当座預金口座

入金

入金

引出し

引出し

振替

Yの預金口座
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日銀ネット 

＜銀行振込のシステム＞ 

外部接続ネットワーク 

外部接続サーバ 

内部サーバ 

ＤＢサーバ 

一般ユーザＰＣ 

ファイルサーバ等 

メール型攻撃 

サーバ型攻撃 

大量通信型攻撃 

データ偽造 侵入等 コンピュータの障害 なりすまし等 

＜外部からの攻撃＞ 
＜銀行のコンピュータ＞ ＜外部のコンピュータ＞ 

決済システムに対する脅威 

＜預金による決済のセキュリティ＞ 



図表４ 預金による金融サービス 
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資      産 負    債 

対外資産 
（純） 

国内信用       通貨（Ｍ１）   

準通貨+CD その他負債 
（純） 

  
政府向け信用

（純） 
その他金融 

機関向け信用 
地方公共団体

向け信用 
その他部門 
向け信用 

  

現金通貨 預金通貨 

    

  
資      産 負    債 

  

対外資産 政府向け信用 
預金取扱機関

向け信用 
その他金融 

機関向け信用 
その他部門 
向け信用 

マネタリーベース 

対外負債 
政府からの 

信用 
その他負債 

（純）   
  

現金通貨 
発 行 高 

日  銀 
当座預金 

  
  

資      産 負    債 

対外資産 
中央銀行 
向け信用 

政府向け 
信用 

その他 
金融機関 
向け信用 

地方公共 
団体向け 
信用 

その他部門向け信用 

預金通貨 
準通貨 
＋ＣＤ 

対外負債 
中央銀行 
からの信用 

政府からの 
信用 

その他負債
（純） 

  
                                       うち

 
                                       株式 
  

＜総括表＞  

＜中央銀行勘定＞ 

＜預金取扱機関勘定＞ 

  135          1298         482         194             63           558          619             88           531           603         212 

      84           238          29           25          12         276          98           178          51            16    15  

  293     179       276       169        63       546       26         531      603      159    29       16      188 

（2014年末、単位：兆円）  



図表５ 銀行業の採算   
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＜普通銀行の当期純利益の要因分解＞ 

（出所）日本銀行「2013年度銀行決算の概要」 （注）右側のグラフ「は、過去最高益の2005年度の差を示したもの。 

資 産（324兆円） 

 
国  債 

（270兆円） 
 

 
金融機関への 

貸出金 
（34兆円） 

その他（20兆円） 

負 債（320兆円） 
 

発行銀行券 
（90兆円） 

 
当座預金 
（202兆円） 

その他（28兆円） 

純資産（4兆円） 

資本金・準備金など 

収益  20,963億円 
 
⇒  国債利息収入 
      10,440億円 
 
⇒   貸出金利息収入 
       286億円  
          
 ⇒     外国為替差益等 
     8,571億円 

費用    7,449億円 
 

⇒ 経費 （1,890億円）        
     銀行券     827億円 
      銀行間決済 334億円 
      政府関係   397億円  
 
 ⇒ 当預付利   1,513億円 
⇒ 外国為替損失引当        
     （3,800億円） 等 

利益    13,514億円 

＜日本銀行の損益＞ （2014年度決算） 



＜銀行・企業部門ROA＞ ＜企業部門ROAと潜在成長率＞ 

（出所）日本銀行「金融システムレポート」（2010年3月） 

図表６  銀行の収益性と潜在成長率 



 図表７ 決済サービスに対する企業ニーズの変化と対応 

決済システムの稼働時間延長 
決済システムへのアクセスのグローバル化  

 

STP化の推進による企業資源の有効活用 
スマートフォンを通じた消費ニーズの掘起こし 
 

 

中堅企業の海外進出 
金融機関によるクロスボ－ダーの金融取引 
海外投資家による対内証券投資 

経済活動のグローバル化 
 
 

ICT利用のユビキタス化 

資金・証券決済のグローバル化 

    決済サービスの高度化 
 

取引ニーズに即した入金通知 
 

受取企業によるSTP処理を可能とする明細情報 
受取企業に対するリアルタイムの通知  
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図表８  銀行の決済サービスの高度化 

顧客 顧客 

通信事業者 

顧客 

日本 

海外 

 

特定の消費者・企業の間に限定 

資金決済
事業者 

顧客 顧客 顧客 
顧客 

顧客 

インターネット SWIFT 

銀行 銀行 
ATM 

銀行システム 

ATM 銀行 銀行 
勘定系 

外接系 

勘定系 

外接系 

全銀 
システム 

日銀ネット 

利用可能時間 利用可能文字 付記情報欄

銀行システム 平日7時間のみ カナ・英数字のみ 固定長（20桁）

インターネット 24時間365日 制限なし 可変長

利用可能時間 利用可能文字 付記情報欄

24時間365日 制限なし 可変長

24時間365日 制限なし 可変長

 

高度化 
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図表９ 新日銀ネットの導入 

稼動開始時刻 コアタイム開始時刻 コアタイム終了時刻 稼動終了時刻 

利用は任意 全先が利用 利用は任意（残高を確定させたうえ

で、利用を終了することが可能） 

朝方 コアタイム 夜間 

稼動時間（現地時刻）

米国
（Fedwire) 前日21:00～18:30

稼動時間（現地時刻）

欧州
（TARGET2) 前日19:30～18:00

稼動時間（現地時刻）

日本
（現行日銀ネット）

9:00～19:00

3 6

16 19 22

6 9 12 15 18 21 0

10 13 16

22 1 4 7 10 13

16 19 22 1 4 7

欧州時間 ： 当日午

前 

ﾊﾞﾝｺｸ､ｼﾞｬｶﾙﾀ:19：00 

シンガポール : 20：00 

（米国・欧州は冬時間） 

コアタイムと任意利用 

稼働時間の延長 
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CLS稼働時間 

任意利用時間の延長 

（2016年2月15日以降） 

 

最新の情報処理技術の採用 
開発コンセプト 

変化に対して柔軟性の高いシステムの構築 

アクセス利便性の向上 内外の決済システムや金融機関との接続性を改善するとともに、 
稼働時間の大幅延長が可能となるシステム基盤を整備する。 
（ＸＭＬ電文の採用、ＩＳＯ20022対応等） 

（2009年10月27日方針決定） 
（2015年10月13日本格稼働開始） 
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 図表１０  全国銀行データ通信システムの対応  

流通業界をはじめとする各業界の団体・企業および
EDI や会計関連のシステムベンダー、有識者などと
意見交換・検討を深めていく。 
・金融EDI の活用（商流EDI と決済情報の紐付け）  
 に向けた検討 
・費用対効果やコスト分担などを含む実現スキーム 
 の検討・検証 
・産業界における商流EDI の業界横断的な標準化 
 に向けた対応 

「新プラットフォーム」構築のためのプロジェクトを全銀ネット
事務局内に立ち上げ、具体的な検討を進める。併せて、全銀
ネットに「全銀システム稼動時間拡大検討部会」を設置し、プ
ロジェクトの進捗管理を行うほか、稼動時間拡大に向けた諸
課題について検討する。 

全銀システムの稼動時間の拡大 金融EDI の活用 

（出所）全国銀行協会「全銀システムのあり方に関する検討結果について」（2014年12月18日） 



図表１１ 暗号通貨に用いられる技術と決済システム 
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支払い指図等の情報 
の的確な伝達 

暗号技術による権限の認証  

対価として支払われる 
決済手段の価値の安定 

暗号通貨に用いられる技術 決済システムの 
社会的枠組み 

決済サービス事業者  
＜銀行＞ 
 
＜資金決済事業者＞ 
 
＜隣接分野＞ 

偽造監視の社会的誘因 
＜負債を用いた決済＞ 
⇒  受取人の損失負担 
        発行者による監査 
＜資産を用いた決済＞ 
⇒ 監視者の利得 
   偽造者に対する取締り    

決済手段の信用力の確保 
＜負債を用いた決済＞ 
⇒ 発行者の財務の健全性 
＜資産を用いた決済＞ 
⇒ 資産の希少性 

P2Pを通じた偽造監視 

決済の実効性の要件 



図表１２  暗号通貨に用いられる技術に基づく決済サービス 
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   銀行による決済サービスの補助手段（外国送金、少額決済等）  

暗号通貨に用いられる技術の競争力 

                    既存のシステム  
       

                                                                             問題点                                  暗号通貨のシステム                                       
 

セキュリティのコスト  銀行券   紙媒体         （偽造、運送、警備）       利用者による偽造監視    
              預金   集中管理        （なりすまし、侵入、障害）   利用者による分散処理  
 

サービスの利便性     銀行券  紙媒体の交付      （送付期間、手数料）         電気通信 
                                   預金   銀行システムの稼働 （利用時間帯、手数料）       利用者によるセルフサービス 
 

取引との突合      銀行券  対面でのＤＶＰ       （遠隔地取引、高額取引）  ネット上でのＤＶＰ                  
                                   預金   付記情報          （マッチング情報の標準化）  
 

決済手段の信用力    銀行券 中央銀行の資産    （政府の財政規律）       独立の資産（計算能力？） 
              預金     銀行経営の健全性      (リスクテイク、収益性） 

 銀行と企業の収益性向上の基盤 

企業との関係の再構築（クロスボーダー取引 の決済） 
               （企業資源の有効活用の支援） 
               （消費ニーズ掘起こしとの連携） 



「決済から金融を考える」 
 

はじめに 

  

１ 決済の役割 

  

（１）取引と決済 

（２）決済と時間 

（３）決済と銀行 

（４）経済社会と決済システム 
 

２ 情報通信技術と決済システム 
  

（１）決済と情報セキュリティ 

（２）情報セキュリティに関する社会的枠組み 

（３）情報通信技術と銀行による決済サービス 
 

３ 預金による決済のシステム 
  

（１）ネットワークと決済システム 

（２）政府の寄与 

（３）決済手段の価値の表示 

（４）預金の価値 

 

 

14 

 
４ 銀行システムの機能  
 

（１）市中銀行の機能 
（２）中央銀行の機能 
（３）決済リスク 
（４）政府の役割 
 

５ 金融市場の機能 
  

（１）金融商品と金融市場 

（２）証券市場と証券決済システム 
 

６ わが国銀行による決済システムの当面の課題 

  

（１）決済サービスに対する企業のニーズの変化 

（２）企業取引に対応した決済サービスの高度化 

（３）わが国銀行による決済システムの当面の課題 

（４）決済サービスの改革に向けた取組 
  

７ 決済システムの将来 

  

（１）預金による決済システムの競争環境 

（２）決済システムと政府 

（３）暗号通貨の挑戦 

（４）暗号通貨の価値 

  

むすび 

（木下信行、2015年4月、金融財政事情研究会） 

（参考） 
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